
新型コロナ５類移行
何が変わる？

10/1からの変更点（ポイント）

久留米市保健所

10月1日から一部の
コロナ対応が変更！



令和５年５月８日から、感染症法上の位置付けが５類に移行しました。

これに伴い、市民の皆様に関係が深い項目について、対応が変更
される主なものを紹介してきました。

10月1日から、その対応が一部変更されますので、改めてお知らせ
します。なお、対応の期限は令和６年３月末（予定）です。



10月1日以降も継続する項目①

医療提供体制

➢ コロナ対応医療機関数の維持・拡大

➢ コロナに対応する医療機関名の公表

継続



10月1日以降も継続する項目②

医療費（公費支援）

➢ コロナ抗ウイルス薬の処方
自己負担なし（～9/30） ⇒ 一部自己負担※ が生じます（最大9,000円の自己負担）

※自己負担の上限額は、医療費の自己負担割合に応じて異なります。

（1割負担：3,000円、２割負担：6,000円、３割負担：9,000円）

➢ 入院医療費
公費支援の額※を 2万円(～9/30) ⇒ 1万円 に見直し（1万円未満の場合はその額）

※高額療養費の自己負担限度額からの減額の上限

継続（支援内容の変更）



10月1日以降も継続する項目③

高齢者施設等への対応

➢ 感染対策指導は保健所が適宜実施
→ 陽性者発生後の周囲者等への検査は、調査の上必要に応じて実施

➢ 施設職員等への集中検査
→ 行政より抗原検査キットを配布

➢ 専門家（感染管理認定看護師）による感染対策の指導・助言

継続



10月1日以降も継続する項目④

相談窓口対応

➢新型コロナ相談センターを継続（24時間対応）

一般の方、有症状者の受診相談などに対応

TEL：０９４２－３０－９７５０ FAX：０９４２－３０－９８３３

※発熱等の症状がある場合は、まずは「かかりつけ医」等の身近な医療機関に電話で相談ください。

継続


